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配信開始日時 配信予定期間 提　供 番　　組　　名 サブタイトル（または放送内容）

5月 3日
5/3（金）～7/3（水） 江東区 未定 未定

5/3（金）～7/3（水） 大田区 シティーニュースおおた 大人の風しん抗体検査、予防接種

5月10日
5/10（金）～7/10（水） 港区 こんにちは港区長です

港区長がフランス大使館公邸を訪れ、駐日フラ
ンス大使との対談を通して、フランス大使館と
大使館周辺の地域の皆さんとの交流や、パリ市
と港区の連携について紹介します。

5/10（金）～7/10（水） 世田谷区 魅せます！せたがや 区制100周年（2032年）みどり33をめざして！

5月17日
5/17（金）～7/17（水） 台東区 未定 未定

5/17（金）～7/17（水） 渋谷区 未定 未定

5月24日 5/24（金）～7/24（水） 文京区 未定 未定

5月31日 5/31（金）～7/31（水） 荒川区 こんにちは荒川区 荒川区ドッチビーチャレンジ大会

TOKYO MX
番組配信サービス
「エムキャス」
23区広報番組

毎週金曜日配信予定

TOKYO MX1

毎週土曜日 11：00～11：55
週末ハッピーライフ！お江戸に恋して

4・5月放送予定表

	 巻頭特集記事

 二三男くんの未来日記

03	 第16回〈渋谷区〉
	 “ちがい”を乗り越え、多様性をエネルギーに
	 人と人の壁を取り払い、共助・共生社会を

	 ●特別区長会事務局

11	 平成31年3月区長会の主な案件等
	
	 ●特別区議会議長会事務局

11	 平成31年3月議長会の主な案件等
	
	 ●特別区人事・厚生事務組合

07	 平成31年度　管理職選考案内を発行しました
08	 平成31年度採用試験・選考情報
	 　～平成31年度職員採用予定数を発表！～
09	 23区合同説明会を開催しました！
	 平成32年度（2020年度）特別区立幼稚園教員
	 　採用候補者選考実施日程発表
	 平成31年度（2019年度）特別区立幼稚園臨時的任用
	 　教員（妊娠出産休暇・育児休業補助教員）選考実施
12	 特別区職員研修所からのご案内
	 　６月の研修メニューを紹介します
16	 裁判費用を支払うお金がない……（訴訟事件事例紹介343）

	 ●公益財団法人特別区協議会

10	 23区と地方自治の専門図書館
	 特別区自治情報・交流センター
	 中央・文京・台東・板橋　所蔵資料のご紹介
13	 首都大学東京オープンユニバーシティ
	 　飯田橋キャンパスより5月開講講座のご案内です！！
	
	 ●東京二十三区清掃一部事務組合

11	 平成31年第1回
	 　東京二十三区清掃一部事務組合議会臨時会の結果
14	 東京二十三区清掃協議会のあらまし
15	 東京二十三区清掃協議会平成31年度予算のあらまし
	
	 ●特別区競馬組合

17	 平成31年度のTCKは「夜遊び方改革」
18	 TCK	INFORMATION

新
庁
舎
の
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト

　「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
庁
舎
だ
！
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
渋
谷
駅
周
辺
の
大
規

模
開
発
を
驚
き
の
眼
差
し
で
見
上
げ
な
が

ら
、
公
園
通
り
を
上
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
先
に
今
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
渋
谷
区
役
所
の
新
庁
舎
が
建
っ
て

い
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
10
月
ま
で

使
わ
れ
た
旧
庁
舎
は
、
ゆ
る
く
カ
ー
ブ

を
描
く
オ
シ
ャ
レ
な
デ
ザ
イ
ン
で
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
執
務

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
り
、
老
朽
化
も
進

ん
だ
た
め
新
庁
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
玄
関
を
入
る
と
、
開
放
的
な
ロ
ビ
ー

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
上
が
っ
て
、
２
階
に
は
福
祉
関

連
の
窓
口
を
集
約
し
、
手
続
き
・
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
。
３
階
に
は
多
く
の
区

民
が
利
用
す
る
申
請
・
届
出
関
連
の
窓
口

が
あ
り
、
各
種
の
手
続
き
を
同
じ
フ
ロ
ア

内
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
新
庁
舎
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
か
け
た
〝
文
字
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
〟
に
気
づ
き
ま
し
た
。
新
庁
舎
の
常
設

サ
イ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、「
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
」
で
す
。

　
各
フ
ロ
ア
や
部
屋
の
案
内
表
示
に
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
の
パ

タ
ー
ン
と
文
字
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。見
た
目
が
と
て
も
個
性
的
で
、ち
ょ
っ

と
角
度
を
変
え
る
と
、
あ
た
た
か
さ
や
親

し
み
を
感
じ
て
、
カ
ッ
コ
イ
イ
デ
ザ
イ
ン

に
見
え
ま
す
。
役
所
と
い
う
硬
い
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
楽
し
く
明
る
い
区
役
所
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
舎
入
口
の
コ
ン
ビ
ニ
に
は
、

シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
商
品

を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
 

こ
の
フ
ォ
ン
ト
は
、
渋
谷
区
内
の
障
害

者
支
援
施
設
と
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の

デ
ザ
イ
ン
学
生
の
協
力
で
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
度
に
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
渋

谷
で
暮
ら
し
、
働
く
障
害
の
あ
る
人
の
描

い
た
文
字
や
絵
を
、
渋
谷
で
学
ぶ
学
生
が

デ
ー
タ
化
し
て
フ
ォ
ン
ト
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

 

　
区
の
基
本
構
想
で
掲
げ
た
渋
谷
の
未

来
像
は
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え

る
街
。
渋
谷
区
」。
一
人
ひ
と
り
が
主
役

の
渋
谷
区
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

 
 

「
渋
谷
区
が
目
指
す
街
の
未
来
を
知
り

た
い
」

 
 

二
三
男
く
ん
は
さ
っ
そ
く
、
６
階
に
あ

る
区
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
、『
渋
谷

区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

を
借
り
ま
し
た
。

社
会
増
減
が
大
き
な
影
響

　
ま
ず
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
読
み
始

人
と
人
の
壁
を
取
り
払
い
、
共
助
・
共
生
社
会
を

〝
ち
が
い
〟を
乗
り
越
え
、
多
様
性
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

庁舎のあちらこちらに散りばめられた 「シブヤフォント」

この連載では、70年前からタイムスリップしてきた
二
ふ み お

三男くんが、23区の「人口ビジョン」や「地方版
総合戦略」等を通じて23区の将来の展望を探ります。

 区長にききたい東京ハッピーライフ
放送日 ゲスト区長

4月13日（土） 新宿区 吉住　健一 区長
4月27日（土） 千代田区 石川　雅己 区長
5月 4日（土） 豊島区 高野　之夫 区長
5月18日（土） 渋谷区 長谷部　健 区長
5月25日（土） 葛飾区 青木　克德 区長

※ 本誌編集時点では、新元号が定められていないため、平成31年以降の元号についても「平成」を使用しているものがあります。
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め
ま
し
た
。

　
渋
谷
区
で
は
、
戦
後
人
口
が
急
増
し
、

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
28
万
３
７
３
０

人
と
ピ
ー
ク
に
な
っ
た
後
、
減
少
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
を
底
に
増
加
に
転
じ
て
以
降
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
に
は
人
口
が
21
万
８
０
９
１
人
に
達
し

ま
し
た
。

　
渋
谷
区
で
は
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
度
以
降
、
転
入
が
転
出
を
上
回
っ
て
お

り
、
出
生
と
死
亡
は
均
衡
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
然
増
減
よ
り
社
会
増
減
が
総

人
口
に
比
べ
て
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
人
口
構
造
は
国
全
体
と
比
較
し
て
、
少

子
化
傾
向
が
強
く
、
高
齢
化
傾
向
は
弱
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口

の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
か
ら
10
～
29
歳

の
割
合
が
減
少
、
30
～
44
歳
の
割
合
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
全
国
に
比
較
し

て
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

過
去
10
年
間（
２
０
０
５
～
２
０
１
４
年
）

で
０
・
32
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
強
い
回
復

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
１
・
02
で
す
。

区
独
自
の
将
来
人
口
推
計

　
将
来
人
口
の
独
自
推
計
で
は
、
２
０
２
５

年
か
ら
総
人
口
は
減
少
に
転
じ
、

２
０
６
０
年
に
は
１
９
６
５
年
以
降
の
最

少
人
口
で
あ
っ
た
１
９
９
５
年
人
口
に
近

い
数
字
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
区
分
別
に
見
る
と
、

２
０
２
５
年
ま
で
は
総
人
口
の
微
増
傾
向

が
あ
り
つ
つ
も
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
増

加
し
始
め
、
２
０
２
５
年
頃
か
ら
は
総
人

口
の
緩
や
か
な
減
少
と
、
65
歳
以
上
の
人

口
の
急
上
昇
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
５
５
年
に
は
総
人
口
が
20
万

人
を
下
回
り
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）

が
40
％
を
超
え
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
２
０
６
０
年
に
な
る
と
、
総
人
口
は

２
０
１
５
年
の
86
％
に
な
り
、
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
）
は
微
減
を
始
め
ま
す
が
、

後
期
高
齢
化
率
（
75
歳
以
上
）
は
上
昇
を

続
け
ま
す
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
う
し
た
分
析

を
踏
ま
え
、
区
が
目
指
す
べ
き
将
来
人
口

の
方
向
性
と
し
て
、
①
２
０
６
０
年
ま
で

20
万
人
程
度
の
人
口
を
維
持
す
る
②

２
０
２
５
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生
率

１
・
34
を
実
現
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
国

民
希
望
出
生
率
１
・
８
を
実
現
③

２
０
２
５
年
ま
で
は
年
５
０
０
人
前
後
の

社
会
移
動
増
、
２
０
３
０
年
以
降
に
つ
い

て
も
転
出
入
均
衡
を
実
現
―
―
と
し
て
い

ま
す
。

３
つ
の
基
本
目
標
と
重
点
対
策

　
続
い
て
、総
合
戦
略
を
読
み
進
め
ま
し
た
。

　
渋
谷
区
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
渋

谷
区
の
特
性
で
あ
る
「
国
際
性
」「
手
厚

い
子
育
て
支
援
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

の
取
り
組
み
」
を
生
か
し
、「
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」「
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
く
、
預

け
や
す
い 

ま
ち 

渋
谷
」「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
」
の

三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　「
基
本
目
標
１ 

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」で
は
、

「
都
市
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
魅

力
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
国
際
都

市
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
重
点
対
策
と
し
て
は
、「
渋
谷
駅
周
辺

整
備
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
」「
産
業
振

興
」「
創
業
支
援
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
２ 

産
み
や
す
く
、
育
て
や

す
く
、預
け
や
す
い 

ま
ち 

渋
谷
」
で
は
、

「
合
計
特
殊
出
生
率
を
継
続
し
て
上
げ
て

い
く
た
め
に
、
子
育
て
の
過
程
を
切
れ
目

な
く
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
の

一
員
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
重
点
対
策
と
し
て
は
、「
保
育
施
設
の

整
備
」「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の

構
築
」「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
を
掲
げ

ま
し
た
。

　「
基
本
目
標
３ 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
」
で
は
、「
国

籍
・
年
齢
・
性
別
・
障
害
等
で
区
別
す
る

こ
と
な
く
、
多
様
な
人
々
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
互
い
を
理
解
し
、
受
け

入
れ
る
た
め
の
意
識
改
革
の
実
現
に
資
す

る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
」
と
し
ま
し
た
。

　
重
点
対
策
に
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
啓
発
に
よ
る
意

識
改
革
の
実
現
」「
障
害
者
等
の
地
域
生

活
支
援
策
の
充
実
」「
多
様
な
世
代
の
社

会
参
加
の
推
進
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

は
ば
た
く
子
ど
も
の
育
成
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
二
三
男
く
ん
は
具
体
的
な
施

策
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
祉
の
固
定
観
念
を
変
え
た

「
超
福
祉
展
」

　
正
式
名
称
は
「
２
０
２
０
年
、
渋
谷
。

超
福
祉
の
日
常
を
体
験
し
よ
う
展
」。
障

害
者
を
始
め
と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
福

祉
そ
の
も
の
に
対
す
る「
意
識
の
バ
リ
ア
」

を
取
り
除
こ
う
と
、
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
か
ら
毎
年
11
月
の
1
週
間
、
渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
を
中
心
に
開
催
を
続
け
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
思
わ
ず「
カ
ッ
コ
イ
イ
」

「
カ
ワ
イ
イ
」
と
使
っ
て
み
た
く
な
る
デ

ザ
イ
ン
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期

待
さ
せ
て
く
れ
る
「
ヤ
バ
イ
」
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
備
え
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
展
示
・
体

験
に
加
え
、
従
来
の
福
祉
の
枠
に
収
ま
ら

な
い
魅
力
的
な
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
た
ち
が
登

場
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
多
彩
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
企
画
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　
車
い
す
と
言
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由

な
人
の
乗
り
物
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
が
ち
で
す
。
行
政
に
と
っ
て
福
祉

は
、
ま
だ
「
手
を
差
し
伸
べ
る
」
と
い
う

固
定
観
念
が
強
い
の
が
現
状
で
す
。

　
多
く
の
人
に
は
、
障
害
者
を
始
め
と
し

た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
福
祉
に
対
す
る
「
意

識
の
バ
リ
ア
」が
あ
り
ま
す
。「
超
福
祉
展
」

は
、
従
来
の
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
り
が

ち
な
、「
ゼ
ロ
以
下
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

『
か
わ
い
そ
う
な
人
た
ち
』
を
ゼ
ロ
に
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
」
で
は
な
く
、
全
員

が
ゼ
ロ
以
上
の
地
点
に
い
て
、
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
と
考
え
ま

す
。

　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
＝
障
害

者
が
健
常
者
よ
り
も
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」「
カ

ワ
イ
イ
」「
ヤ
バ
イ
」
と
憧
れ
ら
れ
る
よ

う
な
未
来
を
目
指
し
、「
意
識
の
バ
リ
ア
」

を
「
憧
れ
」
へ
と
転
換
さ
せ
る
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
意
識
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

〝
超
福
祉
〟
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
第
１
回
を

開
催
し
、
１
万
３
６
０
０
人
が
来
訪
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
来
訪
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
会
場
は
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
を
中
心
に
渋

谷
の
街
全
体
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」
に
ふ
さ
わ
し
い
渋
谷
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
で
す
。

地
域
が
支
え
る
「
こ
ど
も

テ
ー
ブ
ル
」

　
こ
う
し
た
人
と
人
の
間
に
あ
る
壁
を
取

り
払
う
努
力
は
、
子
ど
も
向
け
の
施
策
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
テ
ー
ブ

ル
」
は
、
地
域
の
大
人
が
食
事
だ
け
で
な

く
学
習
支
援
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
支
援
と
新
し
い
知
恵
・

体
験
を
提
供
す
る
居
場
所
事
業
で
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
み
ん
な
で
一
緒

に
ご
は
ん
を
食
べ
る
。
お
絵
か
き
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。
一
見
、
子
ど
も
の

居
場
所
事
業
で
す
が
、
こ
の
事
業
は
そ
こ

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
を
運
営
す
る
の
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
有
志
で
す
。
そ

障害者や福祉に対する意識のバリアを取り除く 「超福祉展」 （２０１８年）
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め
ま
し
た
。

　
渋
谷
区
で
は
、
戦
後
人
口
が
急
増
し
、

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
28
万
３
７
３
０

人
と
ピ
ー
ク
に
な
っ
た
後
、
減
少
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
を
底
に
増
加
に
転
じ
て
以
降
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
に
は
人
口
が
21
万
８
０
９
１
人
に
達
し

ま
し
た
。

　
渋
谷
区
で
は
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
度
以
降
、
転
入
が
転
出
を
上
回
っ
て
お

り
、
出
生
と
死
亡
は
均
衡
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
然
増
減
よ
り
社
会
増
減
が
総

人
口
に
比
べ
て
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
人
口
構
造
は
国
全
体
と
比
較
し
て
、
少

子
化
傾
向
が
強
く
、
高
齢
化
傾
向
は
弱
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口

の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
か
ら
10
～
29
歳

の
割
合
が
減
少
、
30
～
44
歳
の
割
合
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
全
国
に
比
較
し

て
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

過
去
10
年
間（
２
０
０
５
～
２
０
１
４
年
）

で
０
・
32
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
強
い
回
復

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
１
・
02
で
す
。

区
独
自
の
将
来
人
口
推
計

　
将
来
人
口
の
独
自
推
計
で
は
、
２
０
２
５

年
か
ら
総
人
口
は
減
少
に
転
じ
、

２
０
６
０
年
に
は
１
９
６
５
年
以
降
の
最

少
人
口
で
あ
っ
た
１
９
９
５
年
人
口
に
近

い
数
字
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
区
分
別
に
見
る
と
、

２
０
２
５
年
ま
で
は
総
人
口
の
微
増
傾
向

が
あ
り
つ
つ
も
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
増

加
し
始
め
、
２
０
２
５
年
頃
か
ら
は
総
人

口
の
緩
や
か
な
減
少
と
、
65
歳
以
上
の
人

口
の
急
上
昇
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
２
０
５
５
年
に
は
総
人
口
が
20
万

人
を
下
回
り
、
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）

が
40
％
を
超
え
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
２
０
６
０
年
に
な
る
と
、
総
人
口
は

２
０
１
５
年
の
86
％
に
な
り
、
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
）
は
微
減
を
始
め
ま
す
が
、

後
期
高
齢
化
率
（
75
歳
以
上
）
は
上
昇
を

続
け
ま
す
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
う
し
た
分
析

を
踏
ま
え
、
区
が
目
指
す
べ
き
将
来
人
口

の
方
向
性
と
し
て
、
①
２
０
６
０
年
ま
で

20
万
人
程
度
の
人
口
を
維
持
す
る
②

２
０
２
５
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生
率

１
・
34
を
実
現
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
国

民
希
望
出
生
率
１
・
８
を
実
現
③

２
０
２
５
年
ま
で
は
年
５
０
０
人
前
後
の

社
会
移
動
増
、
２
０
３
０
年
以
降
に
つ
い

て
も
転
出
入
均
衡
を
実
現
―
―
と
し
て
い

ま
す
。

３
つ
の
基
本
目
標
と
重
点
対
策

　
続
い
て
、総
合
戦
略
を
読
み
進
め
ま
し
た
。

　
渋
谷
区
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
渋

谷
区
の
特
性
で
あ
る
「
国
際
性
」「
手
厚

い
子
育
て
支
援
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

の
取
り
組
み
」
を
生
か
し
、「
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」「
産
み
や
す
く
、
育
て
や
す
く
、
預

け
や
す
い 

ま
ち 

渋
谷
」「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
」
の

三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　「
基
本
目
標
１ 

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」で
は
、

「
都
市
と
し
て
の
機
能
を
向
上
さ
せ
、
魅

力
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
国
際
都

市
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
重
点
対
策
と
し
て
は
、「
渋
谷
駅
周
辺

整
備
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
」「
産
業
振

興
」「
創
業
支
援
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
２ 

産
み
や
す
く
、
育
て
や

す
く
、預
け
や
す
い 

ま
ち 

渋
谷
」
で
は
、

「
合
計
特
殊
出
生
率
を
継
続
し
て
上
げ
て

い
く
た
め
に
、
子
育
て
の
過
程
を
切
れ
目

な
く
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
の

一
員
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
重
点
対
策
と
し
て
は
、「
保
育
施
設
の

整
備
」「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の

構
築
」「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
を
掲
げ

ま
し
た
。

　「
基
本
目
標
３ 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
」
で
は
、「
国

籍
・
年
齢
・
性
別
・
障
害
等
で
区
別
す
る

こ
と
な
く
、
多
様
な
人
々
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
備
し
、
互
い
を
理
解
し
、
受
け

入
れ
る
た
め
の
意
識
改
革
の
実
現
に
資
す

る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
」
と
し
ま
し
た
。

　
重
点
対
策
に
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
啓
発
に
よ
る
意

識
改
革
の
実
現
」「
障
害
者
等
の
地
域
生

活
支
援
策
の
充
実
」「
多
様
な
世
代
の
社

会
参
加
の
推
進
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

は
ば
た
く
子
ど
も
の
育
成
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
二
三
男
く
ん
は
具
体
的
な
施

策
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
祉
の
固
定
観
念
を
変
え
た

「
超
福
祉
展
」

　
正
式
名
称
は
「
２
０
２
０
年
、
渋
谷
。

超
福
祉
の
日
常
を
体
験
し
よ
う
展
」。
障

害
者
を
始
め
と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
福

祉
そ
の
も
の
に
対
す
る「
意
識
の
バ
リ
ア
」

を
取
り
除
こ
う
と
、
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
か
ら
毎
年
11
月
の
1
週
間
、
渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
を
中
心
に
開
催
を
続
け
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
思
わ
ず「
カ
ッ
コ
イ
イ
」

「
カ
ワ
イ
イ
」
と
使
っ
て
み
た
く
な
る
デ

ザ
イ
ン
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期

待
さ
せ
て
く
れ
る
「
ヤ
バ
イ
」
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
備
え
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
展
示
・
体

験
に
加
え
、
従
来
の
福
祉
の
枠
に
収
ま
ら

な
い
魅
力
的
な
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
た
ち
が
登

場
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
多
彩
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
企
画
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　
車
い
す
と
言
え
ば
、「
身
体
の
不
自
由

な
人
の
乗
り
物
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
が
ち
で
す
。
行
政
に
と
っ
て
福
祉

は
、
ま
だ
「
手
を
差
し
伸
べ
る
」
と
い
う

固
定
観
念
が
強
い
の
が
現
状
で
す
。

　
多
く
の
人
に
は
、
障
害
者
を
始
め
と
し

た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
福
祉
に
対
す
る
「
意

識
の
バ
リ
ア
」が
あ
り
ま
す
。「
超
福
祉
展
」

は
、
従
来
の
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
り
が

ち
な
、「
ゼ
ロ
以
下
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

『
か
わ
い
そ
う
な
人
た
ち
』
を
ゼ
ロ
に
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
」
で
は
な
く
、
全
員

が
ゼ
ロ
以
上
の
地
点
に
い
て
、
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
と
考
え
ま

す
。

　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
＝
障
害

者
が
健
常
者
よ
り
も
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」「
カ

ワ
イ
イ
」「
ヤ
バ
イ
」
と
憧
れ
ら
れ
る
よ

う
な
未
来
を
目
指
し
、「
意
識
の
バ
リ
ア
」

を
「
憧
れ
」
へ
と
転
換
さ
せ
る
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
意
識
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

〝
超
福
祉
〟
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
第
１
回
を

開
催
し
、
１
万
３
６
０
０
人
が
来
訪
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
来
訪
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
会
場
は
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
を
中
心
に
渋

谷
の
街
全
体
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」
に
ふ
さ
わ
し
い
渋
谷
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
で
す
。

地
域
が
支
え
る
「
こ
ど
も

テ
ー
ブ
ル
」

　
こ
う
し
た
人
と
人
の
間
に
あ
る
壁
を
取

り
払
う
努
力
は
、
子
ど
も
向
け
の
施
策
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
テ
ー
ブ

ル
」
は
、
地
域
の
大
人
が
食
事
だ
け
で
な

く
学
習
支
援
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
支
援
と
新
し
い
知
恵
・

体
験
を
提
供
す
る
居
場
所
事
業
で
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
み
ん
な
で
一
緒

に
ご
は
ん
を
食
べ
る
。
お
絵
か
き
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。
一
見
、
子
ど
も
の

居
場
所
事
業
で
す
が
、
こ
の
事
業
は
そ
こ

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
を
運
営
す
る
の
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
有
志
で
す
。
そ

障害者や福祉に対する意識のバリアを取り除く 「超福祉展」 （２０１８年）
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こ
に
渋
谷
区
内
の
企
業
が
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
は
、地
域
の
力
、

地
域
の
絆
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
集

ま
り
ま
す
。
学
校
や
家
に
は
な
い
出
会
い

が
生
ま
れ
、
子
ど
も
が
育
つ
場
所
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
育
て
る
場
所
に
も

な
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
70
カ
所
で
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
人
数
は

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
が
全
体
で
約

４
千
人
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
は

倍
の
８
千
人
以
上
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
３
月
に
開
設

さ
れ
た
「
景
丘
の
家
」
で
は
、
土
間
や
囲

炉
裏
、
乳
幼
児
ス
ペ
ー
ス
や
ス
タ
ジ
オ
な

ど
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は

週
２
～
３
回
の
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
、
様
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
を

始
め
た
い
人
の
相
談
な
ど
、
こ
ど
も
テ
ー

ブ
ル
の
総
本
山
と
し
て
活
動
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

貸
与

　
渋
谷
区
で
は
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

９
月
か
ら
、
区
内
の
公
立
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
、
I
C
T
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
情
報
化
の
急
速
な
技
術
革
新

や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
促
進
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
児
童
生
徒
に
は
、
ど
ん
な
時
代

に
お
い
て
も
主
体
的
に
課
題
解
決
を
図

り
、
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の
能
力
「
21

世
紀
型
能
力
」
の
獲
得
が
必
要
で
す
。
違

い
を
尊
重
し
、
受
け
入
れ
、
協
働
し
、
感

性
や
優
し
さ
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
社
会

や
人
と
関
わ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
社
会
で
必
要
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
、
主
体
的
か
つ
他
者
と
対

話
的
に
関
わ
り
学
び
を
深
め
て
い
く
力
も

大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、
学
校
に
限
ら
ず

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
学
べ
る
学
習

環
境
を
用
意
し
、
子
ど
も
た
ち
が
21
世
紀

型
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な

れ
る
街
を
目
指
す
渋
谷
区
の
意
思
を
感
じ

る
施
策
で
す
。

組
織
の
壁
も
取
り
払
う

　
二
三
男
く
ん
は
、
改
め
て
渋
谷
区
役
所

の
新
庁
舎
を
見
て
み
ま
し
た
。
広
々
と
し

た
オ
フ
ィ
ス
に
は
壁
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
な
く
、
執
務
室
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
組
織
の
壁
を
取
り
払
い
、
縦

割
り
を
な
く
す
の
が
狙
い
で
す
。
渋
谷
区

流
の
働
き
方
改
革
で
す
。

　
渋
谷
区
の
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度

予
算
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
共
助
社
会
・
共
生
社
会
の
実
現
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
渋
谷
区
に
集
ま
る
全

て
の
人
の
多
様
性
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
的
な
発
展
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
障
害
者
と
健
常
者
、

大
人
と
子
ど
も
、
行
政
と
民
間
と
い
っ
た

人
と
人
の
壁
を
取
り
払
い
、
誰
も
が
主
役

に
な
れ
る
街
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
渋
谷
区
が
こ
れ
ま
で
の
行
政

の
固
定
観
念
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
渋
谷
区
の

未
来
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
、
施
策
の
一

つ
ひ
と
つ
か
ら
伝
わ
っ
た
。『
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』
と
い
う

言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
て
き
た
」
と
満
足

げ
に
語
り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
を
思
う
存
分
堪
能
し
た
二
三
男

く
ん
、「
２
０
２
０
年
に
向
っ
て
街
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
渋
谷
を
歩
い
て
み
よ

う
」
と
、
公
園
通
り
を
小
走
り
で
下
り
て

い
き
ま
し
た
。

取材協力／渋谷区

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

こどもテーブルの総本山となる 「景丘の家」
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